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探究の出発点となる問いを⽴てるためには状況に応じた論理的思考⼒が必要です。本ガイドでは、論理
的思考⼒の⼀つである仮説推論の論理的な妥当性を⾼めるリフレクション（振り返り）⼒のアセスメン
ト（測定）について解説します。 

例題 

某アイスクリーム店のアルバイトの⾼校⽣は、先ほど演繹推論した「ジュースの仕⼊れを増やす（ゴー
ル）」を実現するために、仕⼊れ担当社員と以下の①から⑥のように仮説推論しました。以下の⼆つの選
択肢のうち、仮説推論の妥当性を⾼める適切な問いはどちらでしょうか？ 

① 「ジュースの仕⼊れを増やすためには、新しい仕⼊れ先を⾒つける必要があるな。」 
② 「新しい仕⼊れ先を⾒つけるためには、企業データベースを活⽤するのが良いですね。」 
③ 「企業データベースを活⽤するためには、仕⼊れ先に求める条件を明確にする必要があるよ。」 
④ 「仕⼊れ先に求める条件を明確にするためには、仕⼊れるジュースの種類を決める必要があります

ね。」 
⑤ 「仕⼊れるジュースの種類を決めるためには、ジュースの種類と需要を明らかにするのが良いだろ

う。」 
⑥ 「つまり、新しい仕⼊れ先を⾒つけるには、ジュースの種類と需要を明らかにする必要があります

ね。」  

選択肢 

1. 「新しい仕⼊れ先を⾒つけるためには、企業データベースを活⽤すればよい」とあるが、企業デー
タベース以外にも、より有効な⽅法はないだろうか。なぜなら、展⽰会や既存の取引先からの紹介
など、別の⽅法の⽅が実際の取引につながりやすい場合も考えられるから。 

2. 「新しい仕⼊れ先を⾒つける必要がある」とあるが、仕⼊れ先を増やすことよりも、既存の仕⼊れ
先との関係を強化する⽅が先決ではないだろうか。なぜなら、取引条件の改善によって、仕⼊れ量
を増やせる場合もあるから。 

解法のポイント 

仮説推論とは 

仮説推論とは、望むゴールを達成するための規則をつなぎ合わせて実現可能な⽅略を⽴案するような思
考⽅法です。個々の規則は正しくても、実⾏が困難であったり効率が悪かったりすれば、実現可能な⽅
略になりません。実際の探究学習においても、望むゴールを達成する最も実現可能性の⾼い⽅略を⽴案
し、それを仮説として実際に実⾏し検証していく姿勢が求められます。Qi アセスメント仮説推論編では、
より確かな⽅略を導けるように、推論を振り返り、適切な⽅略にする（リフレクション）⼒を測ります。 

仮説推論のプロセス 

仮説推論は以下の 3 つのフェーズから構成されます。Qi アセスメントでは①が問題⽂として⽰され、②
の⼒が測られます。 
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① 既知の規則を連結する：望むゴールを実現するために、規則（結果とそれを実現する前提）をつな
げて⼀連の⽅略を作ります。導かれた前提が次の段階では結果となり、さらに前提が導かれます。 

② ⼀連の⽅略のリフレクション：つなげられた個々の規則の妥当性を、実⾏性・経済性・効率性・条
件などの観点から問い直し、必要に応じて別の⼿段も探ります。個々の結果を達成する規則は⼀つ
ではありません。 

③ ⽅略の実⾏：実際の探究では、リフレクションによって、論理的に精緻化された⼀連の⽅略を仮説
として、現実的な状況の中で実⾏し、検証していきます。 

解答・解説 

1 は適切な問いです。⽬標（ゴール）を達成する⽅法は、必ずしも⼀つではないという視点を持つこと
です。個⼈の経験や価値観によるバイアスを疑い、異なる⽴場から考えることで、代替策や多様な⽅法
を探る姿勢が⼤切です。この⼿段は唯⼀の解決策かどうかを疑いましょう。 

2 は不適切な問いです。仮説推論とは、動機に基づいて形成されたゴールの実現に必要な⽅略を⽴案す
る論理推論です。したがって、基礎となるゴールを疑う問いは、導かれた仮説を⽴てる根拠⾃体を疑う
ものです。また、本設問のように推論の妥当性を評価する場⾯では、ゴールを固定した上で推論を進め
る⽅が、思考を深めやすいことが知られています。 


